
半径 2
√
2の円に内接する鋭角三角形ABCがあり, ∠A = 45◦で, BC : CA=

√
2 :

√
3で

あるという。

(1) BC= である。

(2) ∠B = ◦, ∠C = ◦であり, AB=

√
+ である。

(3) 三角形ABCの面積は
√

+ である。

(4) 三角形ABCの内接円の半径 rは t =
√
2 + 1とおくとき(

1 +

√ )
t+

√
と表され, r =

√
−

√
+ となる。
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